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第
一
区

（
本
荘
地
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名
）
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平
成
28
年
５
月
８
日
任
期
満
了
に
伴
う
当
組
合
総
代
選
挙
が
執
行

さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
選
挙
区
で
総
代
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
か

っ
た
た
め
無
投
票
で
３
０
０
名
の
総
代
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

第
１
区
か
ら
第
８
区
ま
で
の
総
代
の
方
々
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

す
。
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　

（
届
け
出
順
）

３００名の総代決定！３００名の総代決定！
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名
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名
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斎
藤
　
彰
憲
　
北
福
田

阿
部
　
　
明
　
新
田
・
畑

佐
藤
　
　
宰
　
新
　
沢

伊
藤
　
　
征
　
葛
　
岡

東
海
林
憲
英
　
葛
　
岡

中
村
　
勝
男
　
葛
　
岡

斉
藤
　
幸
雄
　
松
　
本

山
本
　
　
昇
　
及
　
位

村
山
　
一
郎
　
及
　
位

佐
々
　
政
一
　
新
　
沢

佐
々
木
　
正
　
北
福
田

伊
藤
　
　
新
　
板
井
沢

阿
部
　
修
一
　
小
羽
広

畠
山
　
武
一
　
軽
井
沢

小
野
　
　
勇
　
松
　
本

第
八
区

（
大
内
地
区 

54
名
）
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２
月
１
日
（
月
）
岩
城
・
大
内
地
区
の
組
合
員
を
対
象
に
大
内
の

メ
ー
プ
ル
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
56
名
の
組
合
員
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
岡
見
晃
一
理
事
が
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
質
疑
応
答
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
、
木
材
の
自
由
化
に
と
も
な
い
山
が
荒
れ
て
き
た
。
今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
し

て
が
組
合
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
全
森
連
で
は
Ｊ
Ａ
と
一
緒
に
な
り
反
対
を
し
て
い
る
。
昭
和
39
年
に
木
材

の
間
税
が
撤
廃
に
な
っ
て
以
降
、
国
際
経
済
の
中
で
日
々
の
戦
略
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
今
後
林
地
残
材
等
の
活
用
を
活
か
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ
、
今
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
木

材
を
多
く
使
用
す
る
よ
う
な
話
が
あ

る
が
、
森
林
認
証
に
お
い
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
方
が
先
進
地
と
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
な
ぜ
な
の
か
。

Ａ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
環
境
に
対
す
る
取

り
組
み
方
・
考
え
方
の
団
体
・
組
織

が
か
な
り
多
く
、
取
り
組
み
が
早

か
っ
た
こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ
る
。

県
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

木
材
の
使
用
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
、
ど
の
程
度
面
積
が
あ
れ
ば
間
伐
の

事
業
が
出
来
る
の
か
、
ま
た
自
己
負

担
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

Ａ
、
１
人
の
面
積
が
最
低
で
も
１
反
歩

（
10
ａ
）
以
上
、
周
辺
の
ま
と
ま
り

が
５
ha
、
１
回
で
申
請
す
る
面
積
が

５
ha
と
い
う
形
に
な
る
。
受
益
的
な

も
の
に
関
し
て
は
、
支
所
と
打
合
せ

を
し
て
欲
し
い
。

岩城・大内地区座談会岩城・大内地区座談会

　

２
月
２
日
（
火
）
鳥
海
・
矢
島
・
由
利
地
区
の
組
合
員
を
対
象
に

鳥
海
の
紫
水
館
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
74
名
の
組
合
員
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
佐
藤
喜
久
一
郎
理
事
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
質
疑
応
答
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
、
皆
伐
の
場
合
、
ど
の
種
類
の
樹
種
を
植
栽
す
れ
ば
い
い
か
。

Ａ
、
適
地
適
木
の
原
則
に
従
い
、
森
林
環
境
す
な
わ
ち
林
地
条
件
等
も
考
慮
し

な
が
ら
、
造
林
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
そ
の
場
合
、
造
林
地
に
合
う
苗
木
を

組
合
員
と
話
し
合
い
、
造
林
す
る
。

Ｑ
、
全
国
的
に
、
森
林
の
更
新
の
た
め

主
伐
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
ス
ギ
苗

木
が
不
足
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

九
州
地
域
で
は
、
『
コ
ン
テ
ナ
苗

木
』
な
ど
を
研
究
し
、
実
際
に
生
産

し
、
出
荷
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
組

合
で
も
、
コ
ン
テ
ナ
苗
木
の
生
産
に

取
り
組
ん
で
は
、
ど
う
か
。

Ａ
、
コ
ン
テ
ナ
苗
木
の
生
産
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
、
以
前
は
、
『
作
業
道
』
に
つ
い
て

交
付
金
制
度
で
管
理
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
交
付
金

制
度
が
な
い
た
め
作
業
道
が
荒
廃
し

て
い
る
。
以
前
の
よ
う
に
、
交
付
金

で
助
成
し
て
も
ら
え
な
い
か
。
ま
た
、

搬
出
し
た
場
合
に
、
林
地
に
残
材
が

残
っ
て
い
る
の
で
、
林
業
機
械
を
貸

与
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

Ａ
、
現
在
、
交
付
金
制
度
で
は
助
成
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
も
引
き

続
き
毎
年
国
に
要
望
し
て
ま
い
り
た

い
。
ま
た
、
林
業
機
械
の
貸
与
に
つ

い
て
は
、
安
全
衛
生
対
策
上
、
リ
ー

ス
等
は
出
来
な
い
。

矢島・由利・鳥海地区座談会矢島・由利・鳥海地区座談会
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２
月
３
日
（
水
）
仁
賀
保
地
区
の
組
合
員
を
対
象
に
仁
賀
保
の
ス

マ
イ
ル
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
30
名
の
組
合
員
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
齋
藤
惣
一
郎
理
事
が
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
質
疑
応
答
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
、
40
〜
50
年
く
ら
い
に
な
る
山
林
を
売
ろ
う
か
と
思
う
が
、
立
木
の
１
本
あ

た
り
の
価
格
は
い
く
ら
か
。

Ａ
、
３
０
０
〜
７
０
０
円
く
ら
い
と
思
わ
れ
る
が
状
況
を
見
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
80
年
生
以
上
に
な
る
と
違
っ
て
く
る
の
で
一
度
現
地
を
見
せ
て
欲
し
い
。

Ｑ
、
27
年
度
の
造
林
補
助
制
度
の
中
で
、

受
託
と
代
理
申
請
の
違
い
を
教
え
て

欲
し
い
。

Ａ
、
代
理
申
請
は
、
「
事
務
処
理
は
組

合
で
行
い
、
作
業
は
森
林
所
有
者
が

行
う
。
受
託
は
す
べ
て
森
林
組
合
が

行
う
。
森
林
所
有
者
個
人
で
や
る
場

合
は
作
業
を
行
う
前
に
組
合
の
方
へ

相
談
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
我
々
に
対
す
る
影
響
は

あ
る
の
か
。

Ａ
、
昭
和
38
年
に
関
税
が
撤
廃
さ
れ
て

い
る
が
合
板
な
ど
は
５
〜
10
年
後
に

完
全
撤
廃
の
予
定
。
１
ド
ル
３
６
０

円
の
こ
ろ
は
影
響
な
か
っ
た
が
、
為

替
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
は
影
響
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

仁賀保地区座談会仁賀保地区座談会

　

２
月
５
日
（
金
）
本
荘
・
東
由
利
地
区
の
組
合
員
を
対
象
に
東
由

利
の
湯
楽
里
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
81
名
の
組
合
員
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
初
瀨
東
一
理
事
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
質
疑
応
答
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
、
職
員
の
兼
務
や
臨
時
が
多
い
。
運
営
に
支
障
は
な
い
の
か
、
正
常
に
戻
る

の
は
い
つ
に
な
る
か
。

Ａ
、
３
月
末
ま
で
、
所
長
を
兼
務
と
し
事
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
臨
時
に
つ
い
て
は
今
後
の
事
業
規
模
も
考
え
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

Ｑ
、
経
営
や
売
買
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

資
料
等
で
指
導
願
い
た
い
。

Ａ
、
１
０
０
年
生
林
分
の
調
査
も
し
た
こ

と
が
あ
り
、
択
伐
施
業
等
計
画
し
、
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
す
る
な
ど
考
え
て
い
る
。
今

後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
、
矢
島
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
、
丸
太

の
生
産
に
地
域
通
貨
を
付
加
し
た
取
り

組
み
の
地
域
拡
大
は
考
え
て
な
い
か
。

Ａ
、
（
市
）
国
の
補
助
事
業
と
し
て
始
ま

り
、
27
年
か
ら
は
市
が
不
足
分
を
補
填

す
る
実
験
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

現
状
は
、
通
貨
に
対
応
す
る
店
舗
が
未

定
の
状
態
。
矢
島
に
限
定
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ど
の
エ
リ
ア
で
も
実
行
可
能
。

た
だ
、
行
政
主
体
で
は
な
く
、
地
域
組

織
の
運
営
に
な
る
。

本荘・東由利地区座談会本荘・東由利地区座談会
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第２１回造林コンクール表彰授与第２１回造林コンクール表彰授与第２１回造林コンクール表彰授与式・林業講習会式・林業講習会式・林業講習会式・林業講習会第２１回造林コンクール表彰授与式・林業講習会
　「第２１回造林コンクール授与式並びに林業講演会」が２月

１６日、約９０名の出席のもと本荘グランドホテルを会場に開催

しました。

　小松組合長の挨拶にはじまり、由利地域振興局長　佐々木

則夫様、由利本荘市長　長谷部誠様、由利森林管理署長　小

野義秀様、秋田県森林組合連合会副会長理事　関重征様より

ご祝辞をいただきました。各部門での入賞者表彰後、審査委員

長の由利地域振興局森づくり推進課長　原田様より審査講評

が行われました。

　今回のコンクールには幼齢林の部、枝打の部、保育間伐の部、

収穫間伐の部の４部門に１２件の申し込みがあり、審査の結果、

８名の方が受賞されました。

　
秋
田
県
由
利
地
域
振
興
局
農
林
部
長

の
櫻
田
良
弘
氏
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、
「
地
域
を
元
気
に
す
る
秋
田
ス
ギ

の
活
用
に
向
け
て
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
県
の
人
口
の
動
向
と
、
住
宅
の
着

工
数
や
ス
ギ
の
需
要
の
変
化
な
ど
、
グ

ラ
フ
を
交
え
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
林
業
へ
の
着
眼
点

や
方
向
性
を
述
べ
ら
れ
、
秋
田
県
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
事
例
を
も
と
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
今
後
の
林
業
の
動
向
に
つ
い

て
ま
と
め
ら
れ
、
非
常
に
内
容
の
濃
い

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

【幼齢林の部】

◆１　位　南　福　田　集　落（由 利 地区）

【枝打ちの部】

◆１　位　三　浦　哲太郎　氏（矢 島 地区）

◆２　位　渡　辺　幹　夫　氏（東由利地区）

【保育間伐の部】

◆１　位　新　田　耕　一　氏（矢 島 地区）

【収穫間伐の部】

◆１　位　岩城町滝俣生産森林組合（岩 城 地 区）

◆２　位　畑　山　作　喜　氏（東由利地区）

◆３　位　伊　藤　　　誠　氏（本 荘 地区）

◆奨励賞　五　十　土　集　落（由 利 地区）

受
賞
者
紹
介

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

受賞者各位

林
業
講
習
会
を

　
　
開
催
し
ま
し
た

講師　櫻田良弘 氏
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第５回森づくりのワンポイント森づくりのワンポイント森づくりのワンポイント森づくりのワンポイント

これからの森づくりに当たって

★通常、造林や間伐などの森づくりに当たっては、造林補助制度を活用しますが、補助制度の

　趣旨は、森林の経済性を高めることのほか、地域を災害から守ったり、自然との関わりを維

　持するなど、環境に配慮した森づくりをすることが目的となっています。   

★これまでも、私たちの住む地域や毎日の生活が、森林の恩恵に培われてきたように、こうし

　た考え方のもとに森づくりをしていくことが、将来にわたって、本荘由利地域の生活や文化

　を守り、育んでいくことになるのではないでしょうか。

★近年、収益性を高める等のため、低コスト化が叫ばれていますが、低コスト化の基本は、“自

　然に逆らわず”、“金のかからない”森づくりをすることが、長いスパンを要する林業では大

　切なことと思います。

★以上のことを踏まえ、これからの森づくりに当たって、留意すべき事項を以下に揚げました。

①　海岸地域の砂地には、スギの植栽は避ける（砂地は、夏期には、地温が60℃以上になるこ

　　ともある）

②　内陸部の豪雪地帯（最深積雪2.5m以上）のスギ人工林は、長伐期施業を進める。

③　尾根筋（両脇50m）は、広葉樹を仕立てる。現在、尾根筋まで、スギが植栽されている場

　　合は、再造林等の時に切り替えていく。 

④　標高450～500m以上の箇所には、スギは植栽しない。 

⑤　地位の低い箇所には、極力、植栽しない。（広葉樹を植栽する場合は、特に留意する）

⑥　急斜面（25°以上）には、スギは植栽しない。 

★以上のことがらは、一見当たり前のことののように思われますが、従前の拡大造林政策では、

　自然に逆らった施業をしてきた箇所が多くあります。こうした箇所については、少しづつ切

　り替えていく必要があります。

★こうしてみると今後もスギ人工林で循環していくべき個所と、今の人工林は一代限りで、そ

　の後は広葉樹林等へ導くべき個所などに区分されると思われます。



森
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二
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（平成28年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段㎥当り価格

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

1月13日 2月5日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月4日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス
　
　
ギ

14

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：４ｍは材質が悪く応札がなかったが、それ以外は完売。量産工場と山形県勢の手当が入った。単価は横バイ。

２月：４ｍ材は引き合いがなく応札なし。常連業者の参加により3.65ｍは手当されたが、材質次第の取引。総じて単
　　　価はやや弱含み。

３月：材質が今一歩の巻き立ては応札なし。全般にやや弱含みの推移。
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大 内 支 所 だ よ り大 内 支 所 だ よ り大 内 支 所 だ よ り
　幹廻り８ｍ、樹高約３０ｍでオスのイチョウとしては東北では有

数の大きさで、昭和４３年、県の天然記年物に指定される。

　由来については不明だが、約４００年前、弘法大師が東北を巡礼

の折に、杖にしていたイチョウの杖をさかさに立てたものに根がつ

いたという伝説がある。

　また、垂れ下がった気

根を煎じて飲むなど乳不

足で悩む女性の信仰対象

ともなっている。

516㎥(1,858石)・494㎥(1,778石)
96%

747㎥(2,689石)・513㎥(1,847石)
69%

498㎥(1,793石)・269㎥(968石)
54%
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さかさイチョウ（大内堀切）
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兼
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地
域
林
業
と
森
林
組
合
の

発
展
の
た
め
、
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
と

ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
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